
若者からの意見聴取について
～ ほくりくダイアローグ2024 開催報告 ～

令和6年11月

北陸圏広域地方計画推進室

資料１

令和6年度第２回北陸圏広域地方計画有識者懇談会

第1回有識者懇談会で提示した実施計画（案） ・・・・・・ 1

イベントの実施内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

開催結果の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

ワーク結果①：北陸圏のイメージを「色」で表現 ・・・・・ 11

ワーク結果②：北陸のwell-beingを分析 ・・・・・・・・・ 13

ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える ・・・・・・・・・・ 15

参加された若者からの感想 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

参加された有識者からの総括 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24

－ 目 次 －



1

第1回有識者懇談会で提示した実施計画（案）

❚名 称 若者たちが北陸のみらいを語る！

❚開催日時 令和6年 8月～9月上旬 １４時頃～ （大学の夏休み期間）

ほくりくダイアローグ2024
（仮称）

❚開催方法 ハイブリッド開催
・会場での集合参加を基本とし、遠方の方はWEB参加

❚会 場 石川県（金沢市）を予定
・ハイブリッド開催を想定しているため、インターネット環境のある会場

❚その他 ✓ 計画策定に対するプレゼンスを考慮し、参加者とはワーク
ショップ開催後も継続的に関係を保つ方策を検討

例）  ワークショップ開催結果（かわら版）の送付
WSでの意見を計画に反映した事をお知らせ 等

❚参加人数 概ね20名程度を想定（5名×4グループ）
・会場参加を基本として、WEB参加は1～2名程度
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■ 参加者募集案内（フライヤー）

イベントの実施内容
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❚ 名 称
若者たちで自分たちの未来について対話しよう！

ほくりくダイアローグ2024

❚ 開催日時 令和６年９月３日（火） 11：30 ～ 16：00

❚ 開催方法 会場での集合参加による対面開催

❚ 会 場 金沢港クルーズターミナル

（石川県金沢市無量寺町リ-65）

❚ 参加人数 ２９名（４～6名×６グループ）

2F 会議室２・セミナールーム

JR金沢駅

金沢駅西口（金沢港口）

金沢駅東口（兼六園口）
北陸新幹線

のと里山海道→

←福井 国道8号
北陸自動車道

金沢西IC 金沢東IC

石川県庁

石川県立中央病院

富山→

金沢港

北
陸
鉄
道
浅
野
川
線

海側環状道路

JR金沢駅から車で約15分

金沢港クルーズターミナル

高速道路 北陸自動車道 金沢西ICから約15分 金沢東ICから約15分

※当日、金沢駅⇔会場のマイクロバス（北陸地整）を運行

イベントの実施内容
■ 実施概要
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［性別］ 男性：17名 女性：12名
［職業別］ 学生： ９名 社会人：20名

※敬称略・五十音順

グループ 性別 年代 職業 出身地 在住地

A

北陸出身
圏外在住
（6名）

男性 10代 学生 富山県 神奈川県

男性 30代 社会人 富山県 東京都

女性 10代 学生 富山県 東京都

男性 10代 学生 福井県 神奈川県

女性 30代 社会人 富山県 東京都

女性 20代 社会人 福井県 東京都

グループ 性別 年代 職業 出身地 在住地

B

北陸出身
北陸在住
（6名）

女性 20代 社会人 富山県 石川県

男性 20代 社会人 福井県 福井県

男性 20代 学生 石川県 富山県

女性 20代 社会人 富山県 富山県

女性 40代 社会人 石川県 石川県

男性 20代 社会人 石川県 石川県

グループ 性別 年代 職業 出身地 在住地

C

北陸出身
北陸在住
（4名）

男性 20代 社会人 福井県 福井県

女性 20代 社会人 石川県 石川県

女性 30代 社会人 富山県 石川県

女性 20代 学生 富山県 富山県

グループ 性別 年代 職業 出身地 在住地

D

北陸出身
北陸在住
（5名）

女性 20代 学生 石川県 石川県

男性 30代 社会人 富山県 石川県

女性 20代 社会人 石川県 石川県

女性 20代 学生 福井県 山梨県

男性 40代 社会人 富山県 石川県

グループ 性別 年代 職業 出身地 在住地

E

圏外出身
北陸在住
（4名）

男性 20代 社会人 東京都 石川県

男性 20代 社会人 京都府 福井県

男性 20代 社会人 千葉県 石川県

男性 20代 学生 兵庫県 石川県

グループ 性別 年代 職業 出身地 在住地

F

圏外出身
北陸在住
（4名）

男性 30代 社会人 千葉県 石川県

男性 20代 社会人 東京都 石川県

男性 20代 学生 群馬県 石川県

男性 20代 社会人 大阪府 石川県

グループＡ

グループＢ・C・D

グループＥ・F

：北陸出身・圏外在住

：北陸出身・北陸在住

：圏外出身・北陸在住

■ 参加者のグループ分け

イベントの実施内容
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役 割 内 容 担 当 備考

総括 ･ワークショップの総括など 髙山 純一 座長 有識者懇談会座長
(公立小松大学)

コーディネータ－ ･ワークショップ全体の進行 水上 聡子 委員 有識者懇談会委員
(アルマス･バイオコスモス研究所)

アドバイザー
・グループワークのアドバイ
スなど

堀田 裕弘  委員 有識者懇談会委員
(富山大学)

柳原 佐智子 委員 有識者懇談会委員
(富山大学)

イベントの実施内容
■ 有識者懇談会委員の参加者
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プログラム 内 容 会場 時 間

開場・受付 ・開場・受付

会議室２

11:00 - 11:30 30分

起

開会・導入

・挨拶、開催趣旨 11:30 - 11:35 5分

・広域地方計画の紹介（動画、配布資料） 11:35 - 11:55 20分

・ビジョンとゴール、プログラム紹介 11:55 - 12:15 20分

ランチミーティング ・昼食・チームビルディング
海の食堂
BAY ARCE

12:15 - 13:00 45分

参加の土台づくり
・参加のルールづくり
・自己紹介アイスブレイク（色ワーク1)

セミナー
ルーム

13:00 - 13:20 20分

承
ワーク１
北陸のwell-beingを分析！

・北陸圏に感じるポジティブな感情、ネガティブな感情
「どんな時、どんなふうに？どうしてだろう？」

13:20 - 13:50 30分

休憩（リラックス） 13:50 - 14:00 10分

転
ワーク2
well-beingの視点から、
10年後の北陸圏を考える

・ポジティブな面をさらに伸ばしていくには・・？
・ネガティブな面を解決していくには・・？
・広域地方計画に反映するアクションプラン
・10年後の自分は、どのような暮らしをしているのだろう？

14:00 - 14:50 50分

結

全体シェア
・グループ別に話し合ったことを発表し、みんなで考える
「北陸圏の持続可能な道は・・？」

14:50 - 15:30 40分

ふりかえり
・ふりかえりシート記入、北陸圏のイメージ再び
・本日の学びのポイントは？
・色はどのように変化する？（色ワーク2）

15:30 - 15:45 15分

総括 ・若者の声から明らかになったこと（有識者からの総括） 15:45 - 15:55 10分

閉会 ・御礼・これからの展望 15:55 - 16:00 5分

イベントの実施内容
■ 当日のプログラム
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受 付

入 口

ス
ク
リ
ー
ン

（
壁

面
）

司会

PJ

髙
山
座
長

柳
原
委
員

水
上
委
員

イス

事
務
局
・傍
聴

【会場】 会議室２

✓ 作成した広域地方計画を説明する動画（15分程度）を放映

✓ その後、本日のビジョンとゴール、プログラムなどを説明

［会場レイアウト・配席図］ 堀
田
委
員

イベントの実施内容
■ プログラム①：広域地方計画の概要説明
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【会場】 海の食堂 BAY ARCE

✓ 会場内レストラン（会議室・セミナールームと同フロア）でランチミーティング

✓ テーブルは午後からのワークショップのグループごとに着座

グループA （6名） グループB （6名）

グループE （4名） グループF （4名）

グループC （4名） グループD （5名）

［会場レイアウト・配席図］

イベントの実施内容
■ プログラム②：ランチミーティング
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✓ 全体の進行・まとめ役を担当するコーディネーターは水上委員が担当

✓ 各グループにはファシリテーター1名が参加

✓ ワークショップの実施状況を撮影して、10/22（火）よりアーカイブ動画として配信

ス
ク
リ
ー
ン

コーディネーター

ファシリテーター

参加者（若者）

コメンテーター
アドバイザー

入 口

髙山座長

柳原委員

水上委員

事
務
局
・傍
聴

PJ

司会

グループB

グループA

グループE

グループF

グループC

グループD

［会場レイアウト・配席図］

堀田委員

イベントの実施内容
■ プログラム③：ワークショップ

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
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○第1回有識者懇談会の意見等をふまえた実施計画に基づき、令和6年9月3日に「ほくりくダイア
ローグ2024」と題して、若者からの意見を聴取するワークショップを開催した。

開催結果の概要

■ほくりくダイアローグ2024
［日時］令和6年9月3日（火）11:30 ～ 16:00
［会場］金沢港クルーズターミナル（金沢市）
［参加者数］29名（公募により集まった北陸圏に関わりのある若者）
［プログラム］
①開会・導入：開催趣旨、広域地方計画の紹介
②ランチミーティング：昼食しながらチームビルディング
③参加者の土台づくり：自己紹介（北陸のイメージを「色」で説明）
④ワーク１：北陸のwell-beingを分析
⑤ワーク２：10年後の北陸圏を考える
⑥全体シェア：グループ別に話し合ったことを発表
⑦ふりかえり：話し合った結果から北陸のイメージの変化を「色」で説明

［参加者全員で記念撮影］

［ランチミーティング］ ［コーディネーター 水上委員］

［グループワークの様子］

［全体シェア・発表の様子］
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ワーク結果①：北陸圏のイメージを「色」で表現

❚ワークの概要

北陸圏をイメージする
「色」を折り紙で選択

選択した「色」と
イメージを説明

開始前と終了時で「色」がどのように変化するか？

○ワークショップ開始前に北陸圏をイメージする「色」を選択してもらい、その理由を紹介してもらった。

○ワークショップ終了後に同じように「色」を選択してもらい、開始前との「色」の変化を比較した。

[若者が作成した実際のワークシート]

開始前に
選択した色

終了後に
選択した色

色を選択した理由 色を選択した理由
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ワーク結果①：北陸圏のイメージを「色」で表現

○開始前は青色や緑色など自然をイメージする色が多いほか、灰色など暗いイメージを選択してい
たが、終了後は黄色や橙色など明るい色彩を選択する若者が多い。

○これは、若者同士で対話したことで、北陸圏の魅力を改めて認識したほか、ポジティブな若者の存
在を把握したことで、チャレンジや希望などのイメージをもってもらえたものと考えられる。

■ 黄色 9名

■ 橙色 5名

□ 白色 5名

■■ 自然が豊か ■■ 日本海、川のイメージ
■■ くもり、雨が多い
■ 人の優しさ、あたたかさ
■ 目立たない

開始前 終了後

紫色、金色、黒色：各１名 灰色と金色：１名
灰色と水色：１名 緑色とピンクと水色：１名

（その他の内訳 黄緑色、金色、灰色、茶色 各１名）

❚ワークの結果 （北陸圏をイメージする「色」の変化）

■ 青色系 11名

■ 緑色系  7名

■ 灰色   3名

【色を選んだ理由】

■ チャレンジ
■□ 希望 ■■ 明るい未来
■■■ 包み込むあたたかみ
□ 何色にもなれる北陸
■ 開始前は自然の青、終了後に明るい赤が混じった色

■ 黄色  2名

◆ その他 6名

■ 赤色系 4名

■ 紫色  2名

◆ その他 4名

その他の内訳

【色を選んだ理由】
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ワーク結果②：北陸のwell-beingを分析

❚ワークの概要

○北陸圏に対して「well-beingを感じる」または
「well-beingを感じない」イメージを、予め用意
した感情や感覚を表すワードから選択して、その
内容などを紹介してもらった。

[若者が作成した実際のワークシート]

感情・感覚を
３つ選択

その理由を
説明

感情・感覚を
３つ選択

その理由を
説明

選択した「感覚･感情」を
具体的に説明

well-beingを感じる・感じない
北陸圏のイメージを選択
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ワーク結果②：北陸のwell-beingを分析

○well-beingを感じるイメージは、あたたかい、ゆったり、落ち着くを選択する若者が多い。

○well-beingを感じないイメージは、つまらない、きゅうくつ、暗いを選択する若者が多い。

❚ワークの結果 （北陸圏の魅力と課題を感情から分析）

① 「あたたかい」 （11名） 人柄がよい。地域の結束が強い。ご近所付き合いが多い。

② 「ゆったり」 （10名） 都会に比べてゆったりとした時間の流れ。のんびりできる。

③ 「落ち着く」 （9名） 自然が多く、人があまりいないためリラックスでき落ち着く。

well-beingを感じる北陸圏のイメージ

① 「つまらない」 （13名） 新しい事に挑戦できる機会は少ない。娯楽がない。

② 「きゅうくつ」 （11名） 固定概念に縛られている。出る杭を打とうとする同調圧力。

③ 「暗い」 （8名） 街の灯りが少ない。天気が悪い。冬が寒い。

well-beingを感じない北陸圏のイメージ

➣ 「あたたかい」を選択した人の他の選択 ： 安心する、落ち着く、ゆったり、平和 等

➣ 「ゆったり」を選択した人の他の選択 ： やすらぎを感じる、あたたかい、リラックス、和やか 等

➣ 「落ち着く」を選択した人の他の選択 ： やすらぎを感じる、あたたかい、ゆったり、リラックス 等

➣ 「つまらない」を選択した人の他の選択 ： 寂しい、きゅうくつ、嫌気がさす 等

➣ 「きゅうくつ」を選択した人の他の選択 ： つまらない、疲れる、孤独、暗い 等

➣ 「きゅうくつ」を選択した人の他の選択 ： 危険、きゅうくつ、寂しい 等

※複数回答可

※複数回答可
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの概要

○自分が10年後にどのような暮らしを望み、それらを実現するために広域地方計画に反映してもらい
たい事などを、各グループで話し合いながら提案してもらった。

１　自己実現できる ２　誇らしく思える ３　自分らしくいられる ４　安全で安心できる
10年後の暮らし 10年後の暮らし 10年後の暮らし 10年後の暮らし

北陸圏広域地方計画
への提案

北陸圏広域地方計画
への提案

北陸圏広域地方計画
への提案

北陸圏広域地方計画
への提案

５　楽しくわくわくできる ６　希望を持って暮らせる ７　助け合える ８　互いを尊重できる
10年後の暮らし 10年後の暮らし 10年後の暮らし 10年後の暮らし

北陸圏広域地方計画
への提案

北陸圏広域地方計画
への提案

北陸圏広域地方計画
への提案

北陸圏広域地方計画
への提案

※福井県坂井市「課題解決型地域づくりのためのwell-being8指標」をもとに作成。

[提案をまとめる模造紙] ⇒ 1～8までの指標の基づき提案してもらった。

付箋を模造紙に貼りながら
提案を話し合い

提案内容を
付箋に書き出し
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの結果 （各グループのワーク結果（模造紙）） グループＡ
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの結果 （各グループのワーク結果（模造紙）） グループＢ
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの結果 （各グループのワーク結果（模造紙）） グループＣ
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの結果 （各グループのワーク結果（模造紙）） グループＤ
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの結果 （各グループのワーク結果（模造紙）） グループＥ
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

❚ワークの結果 （各グループのワーク結果（模造紙）） グループＦ
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ワーク結果③：10年後の北陸圏を考える

➣ 起業など新しいチャレンジに対する寛容性

➣ あらゆる関係者が連携した防災・減災対策の推進

グループA （北陸出身・圏外在住）

グループB・C・D （北陸出身・北陸在住）

グループE・F （圏外出身・北陸在住）

➣ 多様な価値観を受け入れるための教育の充実などによる意識の醸成

➣ 行政等による計画策定における委員会・協議会への若者の積極的な登用

➣ 利用しやすい交通サービスの提供

➣ 若者がまちなかに集う商業施設の誘致や既存市街地の再編など中心市
街地の魅力向上

属性別（出身地・在住地）における提案の特徴

[北陸出身・圏外在住] 圏外流出を抑制する上で、教育の充実の必要性を感じた提案
[北陸出身・北陸在住] 多様性ある働き方や、被災経験による防災・減災の必要性を感じた提案
[圏外出身・北陸在住] 圏外と比較し、北陸圏の交通利便性やまちなかの魅力向上の必要性を感じた提案

❚ワークの結果 （北陸圏広域地方計画への提案（一例） ）
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参加された若者からの感想

➣北陸に残る人達は、保守的であったり向上心が弱い部分があると思って
いたが、地域のために行動を起こされている方や、高い志を持って動かれ
ている方がたくさんいることに気づいた。

北陸出身・圏外在住の参加者

■ ほくりくダイアローグ2024に参加して変化した気持ちや考え（一例）

➣今、北陸に住んでいる人も、そうじゃない人も、求めていることが近しいこ
とが分かった。

北陸出身・北陸在住の参加者

➣北陸の良さは主に自然だと思っていたが、人のあたたかみなど自分の意
識できていない部分に気づくことができた。

圏外出身・北陸在住の参加者

➣北陸のことを考えるにあたって、北陸の人だけで考えてもダメだと感じた。

➣若者も都会と比べてしまって北陸に対して否定的になっているのではなく、
なんとかしたいという思いがあると分かった。

※感想の原文
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参加された有識者からの総括

[柳原委員] 北陸圏の継続的な社会的課題に対して、一人でできなくて
も少しずつ変えるために行政の計画に盛り込んでいくこと
が重要。

[堀田委員] 社会・組織・個人のそれぞれにできることがあるので、この
ような機会を通じて、また皆さんと共に考えていきたい。

[髙山座長] 今日の話し合いはSWOT分析になっている。北陸の強み
(ポジティブ)と弱み(ネガティブ)を今後のまちづくりにどう
活かすかが重要。今後10年間で、多様性のある選択肢が多
いまちづくりが重要。
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